
【戦評シート】 

平成２８年５月１５日（日） 協会名： 秋田県 バスケットボール協会 

場 所：鹿角トレーニングセンターアルパス 記入者：   藤倉 修、菊地 一成 
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スターター チームＡ： ＃４，＃５，＃６，＃７，＃１３  

 チームＢ： ＃４，＃５，＃６，＃１２，＃１３ 

ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 

女子決勝は第１シード「山本」と第２シード「城南」の秋季大会と同じ対戦となった。 

第１ピリオド 

山本は＃１３近藤がローポストでアシストパスを受けて先制すると，城南も＃６長谷川がミドルシュートを決 

めて対抗する。山本が＃７中田のバスケットカウントや＃４近藤のスリーポイントなどで３連続得点で９－２ 

とリードすると，城南は残り４分４８秒に１回目のタイムアウトをとる。直後に城南は＃５浅利が得点するも， 

攻めきれない時間帯が続く。その間に山本は多彩な攻撃で加点し，１８－６で第１ピリオド終了。 

第２ピリオド 

山本の＃５佐々木の得点後から城南は攻守のリバウンドを安定して取れるようになり，＃５浅利の３ポイン 

トや＃１３木村と＃５浅利の速攻，＃６長谷川のピックアンドロールプレイの４連続得点で追い上げて残り４ 

分で２０－１５とする。山本は開始直後に点を決めてから４分間無得点が続き，残り３分３秒に１回目のタイ 

ムアウトを取る。山本は３連続得点で流れを取り戻し，城南が残り５１秒で前半最後のタイムアウトをとる。 

流れを取り戻した山本が２６－１７の９点リードで前半を終える。 

第３ピリオド 

城南は＃１３木村の３ポイントや＃５浅利のジャンプシュートなどにより１０得点をあげ，残り５分１９秒で 

２７－２７の同点とする。山本の残り５分１９秒での後半１回目のタイムアウト後は一進一退の攻防が続く 

が，城南は＃１３木村の３ポイントや速攻などで一気に加点し，３８－３１と差を広げて第３ピリオド終了。 

第４ピリオド 

開始早々に城南は＃５浅利の３ポイントで１０点差に広げるが，山本もフリースローや＃７中田のシュートで 

食い下がる。互いに守り合いとなってきた残り４分４９秒に城南は後半 1回目のタイムアウトを取るが，両者 

ともになかなか得点を決められない状態が続く。４３－３７の城南６点リード時に山本が残り１分５２秒で２回 

目のタイムアウトを取るが，戦局の打開までには至らない。残り１分には山本がオールコートマンツーマンで 

プレッシャーをかけるも，城南は冷静に対応して得点をあげて４５－３７でタイムアップ。 

攻守におけるリバウンドで流れをつかみ，プレッシャーディフェンスが機能した城南が初優勝を飾った。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


